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「
抵
抗
」
を
掲
げ
る
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動

共
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会
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ー
プ
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ら
の
攻
撃
に
対
し
て

帝
国
ア
メ
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の
黄
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5
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ま
、
公
共
部
門
の
労
働
組
合
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狙
わ
れ
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い
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●

6
ロ
サ
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●

7
ウ
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コ
ン
シ
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と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

「
ザ
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
〜
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
レ
イ

バ
ー
デ
ー

二
〇
一
〇
年
九
月
六
日
月
曜
日
の
早
朝
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
都
心

部
に
あ
る
全
米
で
最
大
規
模
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
付
属
の
大
会
議
室

に
約
四
〇
〇
人
の
労
働
組
合
の
役
員
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
九
月

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
な
ど
の
中
西
部
で
、
茶
会
グ
ル
ー
プ
に
支
援
さ
れ
て
当
選
し
た
ば
か
り
の
州
知
事
た
ち
が
、
公
共
部
門
の
労
働
組

合
の
団
体
交
渉
権
を
規
制
し
た
り
、
剥
奪
す
る
攻
撃
を
仕
掛
け
、
労
働
者
た
ち
の
反
撃
で
歴
史
的
大
争
議
に
発
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
新
た
な
動
向
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
比
較
し
な
が
ら
、
労
働
運
動
の
再
生
へ
の
展
望
を
考
え
る
。

の
第
一
月
曜
日
は
「
レ
イ
バ
ー
デ
ー
」（
労
働
の
日
）
と
い
わ
れ
る
祝

日
で
、
メ
ー
デ
ー
を
取
り
組
ま
な
い
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
、
各

地
で
集
会
や
デ
モ
を
取
り
組
む
。「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
労
働
総
同
盟
」

（
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｌ（
１
）

）
の
主
催
で
朝
食
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
会
場
に

入
る
と
正
面
に
「TH

E RESISTAN
CE

」（
抵
抗
運
動
）
の
文
字
が

見
え
て
き
た
。
ケ
ン
ト
・
ウ
ォ
ン
さ
ん
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校
労
働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）
に
そ
の
意
味
を
聞

く
と
、「
今
年
の
レ
イ
バ
ー
デ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
ザ
・
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
』。
共
和
党
右
派
や
茶
会
グ
ル
ー
プ
の
攻
撃
に
対
し
て
、
今
こ

そ
労
働
運
動
は
草
の
根
か
ら
大
衆
的
な
抵
抗
運
動
を
組
織
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
明
確
な
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

実
は
こ
の
朝
食
会
は
、
一
一
月
の
中
間
選
挙
に
向
け
た
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
で
あ
っ
た
。
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
の
マ
リ
ア
・
エ
レ
ナ
・
デ
ュ
ラ
ゾ

財
務
書
記
長（
２
）

の
司
会
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
候
補
の
ジ
ェ

リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
や
連
邦
上
院
議
員
候
補
の
バ
ー
バ
ラ
・
ボ
ク
サ
ー

（
現
職
）
な
ど
様
々
な
役
職
の
候
補
者
た
ち
が
登
壇
し
て
、
あ
い
さ
つ

を
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
リ
ズ
・
シ
ュ
ラ
ー
財
務
書
記
長
や
全

米
サ
ー
ビ
ス
従
業
員
組
合
（
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）
の
メ
ア
リ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー

会
長
ま
で
あ
い
さ
つ
に
駆
け
つ
け
、
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
に
と
っ
て

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
戦
略
的
な
位
置
を
感
じ
さ
せ
た
。

勢
い
に
乗
っ
て
い
る
茶
会
グ
ル
ー
プ
と
、
企
業
経
営
者
や
富
裕
層

を
代
表
す
る
共
和
党
候
補
に
対
抗
し
て
、
ど
う
や
っ
て
政
治
決
戦
に

勝
ち
抜
く
か
、
危
機
感
に
満
ち
た
朝
食
会
で
あ
っ
た
。

政
治
決
戦
の
争
点
は
、
富
裕
層
や
企
業
向
け
の
大
幅
減
税
を
行

い
、
福
祉
や
教
育
予
算
の
さ
ら
な
る
カ
ッ
ト
を
進
め
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
増
税
に
よ
っ
て
赤
字
を
埋
め
、
福
祉
や
教
育
を
維
持
し
、
低

賃
金
労
働
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
、
格
差
を
是
正
す
る
の
か
、
と
明

確
で
あ
る
。労
働
運
動
は
、一
大
政
治
決
戦
を
移
民
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
労
働
者
と
共
に
闘
い
、
反
撃
す
る
。
そ
の
た
め
に
「
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
を
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
確
で
あ
っ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
共
和
党
か
ら
知
事
を
奪
還
し

て
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
知
事
に
な
り
、
ボ
ク
サ
ー
も
上
院
議
員
再
選
さ
れ

る
な
ど
、
民
主
党
が
勝
利
し
た
。
し
か
し
、
全
米
の
状
況
は
、
予
想

さ
れ
た
と
お
り
民
主
党
の
歴
史
的
な
大
敗
北
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、

多
く
の
州
で
知
事
や
州
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
中
西
部
を
中
心
に
民

主
党
の
知
事
や
民
主
党
多
数
の
州
議
会
の
多
く
が
、
共
和
党
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
新
た
に
当
選
し
た
知
事
の
多
く
が
茶

会
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
受
け
て
い
た
。

中
西
部
諸
州
で
始
ま
っ
た
公
共
部
門
の
労
働
組
合
攻
撃

二
〇
一
一
年
一
月
、
共
和
党
の
知
事
や
州
議
会
議
員
た
ち
は
、
就

任
す
る
や
否
や
動
き
出
し
た
。
最
初
の
攻
撃
は
、
中
西
部
の
ウ
ィ
ス

1—
—

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
内
の
様
々
な
産
別
組
合
の
三
五
〇
の
支
部
（
ロ
ー
カ
ル
ユ

ニ
オ
ン
）、
約
八
〇
万
人
の
組
合
員
が
加
盟
し
て
い
る
。
日
本
の
連
合
地
域
協

議
会
に
相
当
す
る
組
織
。

2—
—

U
N

IT
E-H

ERE

（
縫
製
繊
維
・
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
組
合
）
ロ
ー

カ
ル
一
一
出
身
。
メ
キ
シ
コ
系
。
改
革
派
の
代
表
的
存
在
でA

FL-CIO

の

副
会
長
で
も
あ
る
。
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コ
ン
シ
ン
州
や
オ
ハ
イ
オ
州
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
始
ま
っ
た
。
州

に
よ
り
内
容
は
少
し
異
な
る（
３
）が
、
共
通
点
は
公
共
部
門
の
労
働
組
合

の
団
体
交
渉
権
の
剥
奪
な
い
し
は
制
限
す
る
と
い
う
攻
撃
で
あ
る
。

本
稿
で
は
最
も
争
点
化
し
て
い
る
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
事
例
を
中

心
に
取
り
上
げ
た
い
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
は
、
知
事
も
州
議
会
の
多
数
派
も
民
主
党
で

あ
っ
た
が
、
一
一
月
の
中
間
選
挙
で
は
共
和
党
が
全
面
的
に
勝
利
し

た
。
茶
会
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
受
け
た
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が

知
事
に
就
任
し
、
州
議
会
は
共
和
党
が
多
数
派
と
な
っ
た
。

ウ
ォ
ー
カ
ー
知
事
は
就
任
早
々
の
一
月
に
、
法
人
減
税
を
実
施

し
、
財
政
赤
字
を
拡
大
さ
せ
た
。
二
月
一
一
日
、
知
事
は
予
算
修
正

法
案
を
発
表
し
た
。
労
働
条
件
や
労
働
組
合
に
直
接
関
係
す
る
事
項

は
、（
一
）
州
や
州
内
の
自
治
体
職
員
の
団
体
交
渉
事
項
を
賃
金
に
限

定
し
、
他
の
労
働
条
件
を
交
渉
事
項
か
ら
は
ず
す
（
消
防
・
警
察
職

員
な
ど
は
従
前
ど
お
り
交
渉
権
を
認
め
る
）、（
二
）
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
大
学
教
職
員
や
大
学
病
院
職
員
、
在
宅
介
護
や
保
育
労
働
者
の
団

体
交
渉
権
を
剥
奪
す
る
、（
三
）
州
職
員
（
消
防
・
警
察
職
員
は
除
く
）

の
組
合
費
の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
を
禁
止
し
、
組
合
費
を
払
わ
な
く
て
も

良
い
よ
う
に
す
る
、（
四
）
過
半
数
の
職
員
が
組
合
を
支
持
し
て
い
る

か
否
か
の
認
証
選
挙
を
毎
年
実
施
し
、
過
半
数
の
支
持
を
得
て
い
な

い
場
合
に
、
現
行
労
働
協
約
は
失
効
す
る
、（
五
）
労
働
協
約
の
有
効

期
間
を
一
年
と
し
て
、
延
長
を
禁
止
す
る
、（
六
） 

住
民
投
票
に
よ
る

賛
成
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
賃
上
げ
は
消
費
者
物
価
指
数
ま
で
と
す

る
、（
七
）年
金
や
健
康
保
険
の
職
員
負
担
を
増
額
す
る
、な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
三
月
一
日
に
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
知
事
は
、
二
〇
一
一
年
予

算
で
は
、
低
所
得
者
向
け
の
医
療
保
険
へ
の
支
出
や
教
育
予
算
（
六

〇
人
学
級
の
導
入
な
ど
）、
大
学
予
算
、
州
内
の
自
治
体
へ
の
補
助
金

を
削
減
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
雇
用
に
影

響
を
与
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
４
）。

労
働
者
・
学
生
・
市
民
た
ち
の
反
撃
〜
「
ア
メ
リ
カ

労
働
運
動
の
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
」

ウ
ォ
ー
カ
ー
知
事
の
提
案
に
対
し
て
、
労
働
者
た
ち
は
直
ち
に
反

撃
を
開
始
す
る（
５
）。

二
月
一
二
日
か
ら
州
都
マ
ジ
ソ
ン
の
州
議
会
周

辺
で
抗
議
デ
モ
を
始
め
た
。
週
明
け
の
一
四
日
か
ら
は
本
格
的
な

デ
モ
と
な
り
、
一
五
日
に
は
二
万
人
を
超
え
、
連
日
万
単
位
の
労
働

者
や
市
民
、
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
一
九
日
の
土
曜
日
に
は
七
〜

八
万
人
、
二
六
日
の
土
曜
日
は
雪
の
な
か
一
〇
万
人
を
超
え
た
。

デ
モ
隊
は
二
月
一
六
日
以
来
州
議
会
議
事
堂
を
占
拠
し
（
写
真
）、

連
日
の
泊
ま
り
込
み
体
制
に
入
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
の
グ

ラ
ン
ド
ゼ
ロ（
６
）」
と
呼
ば
れ
た
議
事
堂
に
は
、
様
々
な
人
々
が
集
ま
っ

た
。
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
州
や
自
治
体
の
職
員
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
大
学
の
教
職
員
・
学
生
、
公
立
学
校
の
教
職
員
、
高
校
生
、
民
間

3—
—

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
民
間
部
門
の
労
働
組
合
の
弱
体
化
を
狙
っ
たRight-

to-W
ork law

（
労
働
権
法
）、
す
な
わ
ち
民
間
部
門
で
の
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ

プ
協
定
を
禁
止
す
る
法
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

4—
—

D
em

ocracy N
ow

二
〇
一
一
年
三
月
二
日
配
信
。

5—
—

運
動
情
報
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。http://w

w
w

.defendw
isconsin.

org/　

A
FL-CIO

やW
isconsin State A

FL-CIO

の
ブ
ロ
グ
に
も
情
報

が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
も
運
動
を
拡
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
た
争
議
と
し
て
の
側
面
に

も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

6—
—

D
em

ocracy N
ow

二
月
二
五
日
配
信
。

7—
—

議
事
堂
内
の
様
子
はD

em
ocracy N

ow

二
月
二
五
日
配
信
参
照
。

組
合
の
労
働
者
、
地
域
の
市
民
団
体
、
キ
リ
ス
ト
教
会
な
ど
の
宗
教

者
た
ち
、
そ
し
て
、
攻
撃
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
警
察
や
消
防
職
員
も

組
合
と
し
て
抗
議
行
動
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
議
会
警
察
も

手
を
出
せ
な
い
。
自
分
た
ち
の
思
い
を
音
楽
や
ス
ピ
ー
チ
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
に
表
現
す
る
。
議
事
堂
内
に
は
横
断
幕
や
ポ
ス
タ
ー
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
至
る
と
こ
ろ
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
滞
在
・
宿

泊
し
て
い
る
人
々
の
た
め
に
食
料
が
用
意
さ
れ
る
。
さ
ら
に
全
米
各

地
か
ら
様
々
な
労
働
者
た
ち
が
支
援
に
駆
け
つ
け
て
く
る
。
近
年
の

既
存
の
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
、
と
り
わ
け
白
人
た
ち
を
中
心
と
す
る

労
働
組
合
運
動
が
失
っ
て
い
た
活
気
が
、
闘
う
人
々
が
集
ま
っ
た
熱

気
が
議
事
堂
と
い
う
公
共
空
間
の
な
か
に
蘇
っ
た（
７
）。

組
合
は
、
団
体
交
渉
権
に
つ
い
て
、
知
事
が
交
渉
に
応
じ
る
の
で

あ
れ
ば
、
年
金
や
健
康
保
険
の
職
員
負
担
の
増
額
に
応
じ
る
譲
歩
を

示
し
た
。
し
か
し
、
知
事
は
拒
否
し
、
法
案
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、

州
職
員
一
五
〇
〇
人
を
レ
イ
オ
フ
（
解
雇
）
す
る
と
脅
し
て
い
る
。

州
議
会
下
院
は
二
月
二
五
日
未
明
に
法
案
採
決
を
強
行
し
た
。
上
院

で
は
、
民
主
党
議
員
全
員
が
出
席
を
拒
否
し
て
イ
リ
ノ
イ
州
に
逃

2
月
16
日
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
議
事
堂
を
占
拠
し
た
デ
モ
隊
　
ⓒS

hag
g

y Isaac
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れ
、
定
足
数
に
達
し
な
い
た
め
、
審
議
が
止
ま
っ
て
い
る
。

二
月
二
七
日
、
知
事
は
、
議
事
堂
に
泊
ま
り
込
ん
で
い
る
人
々
に

退
去
命
令
を
出
し
た
が
、
議
会
警
察
は
強
制
排
除
し
な
か
っ
た
。
三

月
三
日
に
裁
判
所
は
開
庁
時
間
中
に
つ
い
て
は
議
事
堂
へ
の
出
入
り

を
認
め
る
が
、
夜
間
の
泊
ま
り
込
み
を
禁
ず
る
命
令
を
出
し
た
。

そ
し
て
、
闘
い
は
同
じ
攻
撃
に
直
面
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
州

都
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
州
都
コ
ロ
ン
バ
ス
へ
拡

が
っ
て
い
る
。
活
動
家
た
ち
は
「From

 M
iddle East to 

M
idw

est

」
を
合
い
言
葉
に
、
ま
た
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
「STAN

D
 W

ITH
 W

ISCO
N

SIN

」（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

と
共
に
立
ち
上
が
ろ
う
）
と
、
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ
Ｏ
本
部
は
「W

E ARE 
O

N
E

」（
我
々
は
一
つ
だ
）
と
連
帯
行
動
を
呼
び
か
け
た
。
二
月
二

六
日
に
は
全
米
五
〇
州
で
連
帯
集
会
が
開
か
れ
た
。

し
か
し
、
茶
会
グ
ル
ー
プ
の
勢
い
が
弱
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ミ

シ
ガ
ン
州
や
テ
ネ
シ
ー
州
、
ア
イ
ダ
ホ
州
な
ど
で
も
公
共
部
門
の
組

合
の
団
交
権
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
闘

い
は
他
の
州
の
動
向
へ
影
響
を
与
え
る
一
大
決
戦
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
市
民
の
反
応

二
月
二
二
日
発
表
のU

SA Today/G
allup

の
世
論
調
査
に
よ
る

と
、
公
務
員
の
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
に
賛
成
は
四
四
％
、
反
対
は

五
三
％
、
州
職
員
の
団
交
権
の
剥
奪
に
対
し
て
、
賛
成
は
三
三
％
、

反
対
は
六
一
％
と
反
対
が
上
回
っ
て
い
る
。
団
交
権
の
剥
奪
に
つ
い

て
は
、
共
和
党
支
持
者
の
な
か
で
も
四
一
％
が
反
対
（
賛
成
は
五

四
％
）
で
あ
る
。
他
の
複
数
の
世
論
調
査
も
同
様
の
数
字
を
示
し
て

い
る
。

他
方
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
有
権
者
を
対
象
と
し
たPublic 

Policy Polling

の
世
論
調
査
（
三
月
一
日
発
表
）
で
は
、
四
七
％
が

ウ
ォ
ー
カ
ー
知
事
を
支
持
し
、
五
一
％
が
組
合
を
支
持
し
て
い
る
。

公
務
員
が
団
交
権
を
持
つ
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
五
七
％
は
肯
定

し
、
三
七
％
が
否
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
組
合
に
対
す
る
支
持
が
過
半
数
を
占
め
た
が
、
労
働
条

件
切
り
下
げ
に
賛
成
し
、
組
合
を
否
定
す
る
人
々
の
層
も
厚
い
。
こ

こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
裂
・
対
立
状
況
が
見
え
て
く
る
。
同
時

に
、
共
和
党
穏
健
派
の
一
部
は
団
交
権
の
剥
奪
は
行
き
過
ぎ
と
と
ら

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
月
二
日
に
オ
ハ
イ
オ
州
議
会
上
院
は
、
州
職
員
の
団
結
権
を
剥

奪
す
る
法
案
を
一
票
差
で
可
決
し
た
が
、
共
和
党
議
員
か
ら
六
名
の

反
対
が
出
た
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
議
会
上
院
で
も
三
名
の
共
和
党

議
員
が
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。
今
後
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
闘
い

が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
影
響
を
受
け
る
市
民
の
支
持
を
得
な
が

ら
拡
が
り
、
茶
会
グ
ル
ー
プ
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
反

8—
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D
em

ocracy N
ow

 

二
月
二
四
日
配
信
。

転
攻
勢
の
可
能
性
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
、
い
ま
、
公
共
部
門
の
労
働
組
合
が
狙
わ
れ
て

い
る
の
か
？

一
九
五
〇
年
代
に
三
〇
％
台
を
維
持
し
て
い
た
労
働
組
合
組
織
率

は
、
六
〇
年
代
以
降
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
組
織
率
が
一

五
％
ま
で
低
下
し
た
九
五
年
に
、
組
織
拡
大
を
優
先
課
題
に
す
る
こ

と
を
掲
げ
る
改
革
派
の
ニ
ュ
ー
ボ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
が
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ

Ｏ
の
指
導
部
を
掌
握
し
、
様
々
な
改
革
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
（
全
米
サ
ー
ビ
ス
従
業
員
組
合
）
な
ど
一
部
の
産

別
組
合
を
除
い
て
、
組
合
員
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二

〇
〇
五
年
に
は
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ
Ｏ
自
身
が
そ
の
改
革
方
針
と
指
導
部

人
事
を
め
ぐ
っ
て
内
部
対
立
を
深
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
や
テ
ィ
ー
ム
ス

タ
ー
ズ
、
全
米
食
品
商
業
労
組
（
Ｕ
Ｆ
Ｃ
Ｗ
）
な
ど
、
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ

Ｏ
の
組
合
員
総
数
の
約
三
分
の
一
が
脱
退
し
、
分
裂
に
至
っ
た
。

新
た
に
結
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
Ｗ
（
勝
利
の
た
め
の
変
革
連
合
）
は
組

織
化
を
最
優
先
課
題
に
掲
げ
、
資
源
を
そ
こ
に
集
中
し
よ
う
し
た
。

し
か
し
、
複
数
の
加
盟
組
織
が
脱
落
し
、
Ｃ
Ｔ
Ｗ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
の
組
織
率
は
一
一
・
九
％
で
あ
る
。
部
門
別
で
は
、

民
間
部
門
の
組
織
率
の
低
下
が
著
し
く
、
六
・
九
％
、
組
合
員
数
は

七
〇
九
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
公
共
部
門
は
三
六
・
二
％
、
七

六
二
万
人
に
上
る
。
公
共
部
門
に
つ
い
て
は
、
六
〇
年
代
以
降
、
大

統
領
令
や
州
法
で
組
合
結
成
が
認
め
ら
れ
、
本
格
的
に
組
織
化
が
進

ん
だ
。
近
年
は
七
〇
〇
万
人
台
の
組
合
員
数
と
三
〇
％
台
の
組
織
率

を
維
持
し
て
き
た
。
他
方
、
八
〇
年
代
以
来
、
民
間
部
門
の
労
働
組

合
は
経
営
側
の
攻
撃
を
受
け
て
後
退
に
後
退
を
続
け
て
き
た
。
〇
八

年
以
降
の
大
不
況
は
、
Ｇ
Ｍ
の
破
綻
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
製
造

業
に
破
壊
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
全
米
自
動
車
労
組
を
は
じ

め
と
す
る
製
造
業
の
労
働
組
合
は
、
医
療
保
険
や
年
金
な
ど
の
切
り

下
げ
と
レ
イ
オ
フ
、
組
合
員
数
の
さ
ら
な
る
減
少
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
労
働
者
数
を
増
や
し
た
が
、
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
営
者
の
反
組
合
姿
勢
の
た
め

に
、
新
規
の
組
織
化
は
大
変
困
難
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
民
間
部
門
の
組
合
員
数
は
大
幅
に
減
少
し
、
〇
九
年

に
は
官
民
の
組
合
員
比
率
が
逆
転
し
た
。
民
間
部
門
が
沈
ん
で
い
く

な
か
で
、
公
共
部
門
が
相
対
的
に
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
が
、
共
和
党
右
派
・
茶
会
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
知
事
は
茶
会
グ
ル
ー
プ
を
支

援
し
て
き
た
億
万
長
者
の
コ
ー
ク
兄
弟
に
支
え
ら
れ
て
い
る（
８
）。
政
治
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が
富
裕
層
の
カ
ネ
と
利
害
で
動
か
さ
れ
て
い
る
。
組
合
は
知
事
の
要

求
す
る
年
金
や
医
療
保
険
の
職
員
負
担
の
増
額
に
応
じ
る
譲
歩
を
示

し
て
い
る
た
め
、
問
題
の
争
点
は
、
単
な
る
財
政
再
建
の
た
め
の
支

出
削
減
で
は
な
い
。
企
業
経
営
者
な
ど
の
富
裕
層
の
利
害
を
代
表
す

る
知
事
や
共
和
党
が
、
中
産
階
級
や
労
働
者
階
級
を
代
表
す
る
労
働

組
合
に
対
し
て
攻
撃
を
か
け
る
と
い
う
構
図
な
っ
て
い
る（
９
）。

同
時
に
、
民
主
党
の
重
要
な
政
治
基
盤
で
あ
る
公
共
部
門
の
労
働

組
合
を
叩
き
、
民
主
党
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
も
狙
い
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
茶
会
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
小
さ
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め

に
、
労
働
組
合
を
無
力
化
し
て
、
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
、

公
共
部
門
の
リ
ス
ト
ラ
や
民
営
化
を
進
め
た
い
の
だ
ろ
う
。

弱
肉
強
食
の
自
由
主
義
で
は
格
差
が
拡
が
り
、
労
働
者
は
貧
困
に

陥
る
。
労
働
者
は
団
結
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
声
を
政
治
や
使
用

者
に
反
映
し
、
配
分
を
是
正
し
、
公
正
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
き
た
。
団
体
交
渉
制
度
は
そ
の
根
幹
で
あ
る
。
共
和
党
知
事
ら
の

攻
撃
は
、
そ
の
団
体
交
渉
制
度
を
破
壊
し
、
労
働
組
合
を
否
定
し
、

公
正
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
制
度
そ
の
も
の
を
破
壊
し
て
い

く
も
の
だ
。
そ
れ
故
に
、
公
共
部
門
の
労
働
組
合
は
組
織
を
あ
げ
て

反
撃
し
、
民
間
の
労
働
組
合
や
全
米
の
労
働
組
合
、
地
域
の
市
民
や

学
生
が
連
帯
し
て
支
援
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
追
い
詰
め
ら
れ
て

も
い
る
が
、
崖
っ
ぷ
ち
か
ら
の
反
撃
に
、
次
の
時
代
を
切
り
開
く
新

し
い
労
働
運
動
の
一
端
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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Paul K
rugm

an, 

“W
isconsin Pow

er Play

”, N
ew

 Y
ork T

im
es

電
子

版
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
〇
日
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム

冒
頭
で
触
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
話
を
戻
そ
う
。
私
た
ち
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
と
り
わ
け
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
九
〇
年
代
以
降
の
新

し
い
労
働
運
動
、
す
な
わ
ち
「
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
に
労
働

運
動
再
生
の
糸
口
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
議
論
し
て
き
た
。

六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
学
生
運
動

や
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
様
々
な
社
会
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
同
時

期
に
メ
キ
シ
コ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
民
労
働
者
を
組
織
す
る

「
全
米
農
業
労
働
者
組
合
」（
Ｕ
Ｆ
Ｗ
）
の
運
動
に
大
学
生
や
高
校
生

な
ど
の
若
者
た
ち
が
支
援
に
駆
け
つ
け
た
。
労
働
運
動
と
社
会
運
動

と
の
交
流
や
人
の
行
き
来
が
進
む
な
か
で
、
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ

ム
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
中
南
米
や
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
の
流
入
が
本
格

化
し
、
彼
ら
彼
女
ら
は
低
賃
金
労
働
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
育
っ
て

き
た
活
動
家
た
ち
が
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
や
「
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員

組
合
」（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
、
現
在
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ–

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
）
な
ど
の
オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
移
民
た
ち
の
組
織
化
を
始
め
る
。「
ビ
ル
清

掃
労
働
者
に
正
義
を
」（Justice for Janitors

）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
在
宅
介
護
労
働
者
（
州
全
体
で
一
八

万
人
）
の
組
織
化
は
よ
く
知
ら
れ
た
成
功
例
で
あ
る
。

図
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
新
し
い
労
働
運
動
を
モ
デ
ル
に
「
ア
メ
リ

タ
ー
、
キ
リ
ス
ト
教
教
会
を
中
心
と
す
る
宗
教
グ
ル
ー
プ
、
経
済
的

公
正
を
求
め
る
グ
ル
ー
プ
、
大
学
の
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
、
移
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
つ
な
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
労
働
運
動
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
が
、
労
働
者
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ

ニ
オ
ン
と
よ
く
似
た
機
能
を
持
っ
て
い
る
が
、
労
働
組
合
で
は
な

い
。
地
域
や
特
定
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、
特
定
の
産
業
を
ベ
ー

ス
に
す
る
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
労
働
組
合
と
は
協
力
関
係
も
対
立
関

係
も
存
在
す
る
が
、
Ａ
Ｆ
Ｌ–

Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
は
、
両
者
の

連
携
を
強
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。最
近
の
事
例
で
は「
全

米
鉄
鋼
労
組
」（
Ｕ
Ｓ
Ｗ
）
が
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
う
労
働
者
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
洗
車
労
働
者
の
組
織
化
を
進
め
て
い
る
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
は
も
う
一
つ
運
動
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
が
あ
る
。
そ

れ
は
経
済
的
公
正
を
求
め
る
グ
ル
ー
プ
「
新
し
い
経
済
を
求
め
る
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
同
盟
」（
Ｌ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｅ
）
で
あ
る
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
が
九
三
年

に
設
立
）。
労
働
者
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
う
と
同
時
に
、
宗
教

者
や
様
々
な
社
会
運
動
と
労
働
運
動
を
つ
な
ぎ
、
様
々
な
運
動
を
組

織
し
て
い
る
。
生
活
賃
金
条
例
の
制
定
・
対
象
拡
大
運
動
や
地
元
住

民
の
立
場
か
ら
地
域
再
開
発
へ
の
関
与
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
出
店
反
対

運
動
、
新
た
な
組
合
組
織
化
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

アメリカの社会運動ユニオニズム：つながりをつくる（高須2010の 53頁から転載）

カ
の
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
触
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
労
働
総
同
盟
（
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
）

は
、
図
の
中
心
に
位
置
す
る
「
地
方
労
働
組
合
評
議
会
」（
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）

で
あ
る
。
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
は
労
働
運
動
の
ハ
ブ
と
し
て
、
産
別
組
合
の

ロ
ー
カ
ル
（
支
部
）
や
地
域
の
社
会
運
動
、
住
民
運
動
、
労
働
者
セ
ン
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て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
周
辺
の
ホ
テ
ル
の
組
織
化
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
れ
ら
の
ホ
テ
ル
を
生
活
賃
金
条
例
の
対
象
と
す
る
こ
と
を

市
当
局
・
市
議
会
に
求
め
な
が
ら
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
が
Ｌ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｅ
と
連

携
し
て
対
象
ホ
テ
ル
の
組
織
化
を
進
め
て
き
た
。

大
学
の
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
（
労
働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
）
は
、

労
働
者
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
う
と
同
時
に
、
労
働
運
動
や
社
会

運
動
の
た
め
に
人
材
を
育
成
し
て
供
給
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
労
働

運
動
、
社
会
運
動
と
大
学
を
つ
な
ぐ
橋
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
新
し
い
労
働
運
動
は
、
意
識
的

に
「
つ
な
が
り
を
つ
く
る
」
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
運

動
の
活
性
化
を
図
り
、
組
織
化
や
労
働
条
件
の
改
善
、
政
策
の
実
現
、

労
働
者
・
住
民
の
た
め
の
地
域
経
済
を
創
り
出
し
て
き
た
。
こ
れ
が

「
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
と
言
え
る
労
働
運
動
の
世
界
で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
そ
労
働
運
動
再
生
の
糸
口
が
あ
る
と
考
え
る
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

本
稿
執
筆
中
に
、
中
西
部
諸
州
で
大
争
議
が
勃
発
し
た
。
当
初
は

こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
労
働
運
動
に
焦
点
を
あ
て

る
つ
も
り
で
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
大
争
議
を
紹
介
し
な
い
訳
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
調
査
を
行
わ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
入
手
し
た
情
報
や
文
書
を
元
に
記
述
し
た
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
き
た
い
。
今
後
、
運
動
の
内
部
構
造
や
関
わ
っ
て
い
る
主
体

に
つ
い
て
調
査
し
た
上
で
、
こ
の
争
議
の
意
義
と
展
望
に
つ
い
て
、

議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
簡
単
に
両
者
を
比
較
し
て
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
都
マ
ジ
ソ
ン
は
、
一
九
三
二
年
に
、
ウ
ィ
ス

コ
ン
シ
ン
州
職
員
組
合
が
結
成
さ
れ
、
い
ち
早
く
団
交
権
を
確
立
し

た
場
所
で
あ
り
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
（
ア
メ
リ
カ
州
郡
自
治
体
従
業
員

連
合
）
の
発
祥
の
地
で
あ
る
。
中
西
部
は
、
歴
史
的
に
製
造
業
の
労

働
組
合
の
強
か
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
州
民
の
九
割
近
く
が
白
人

で
あ
る
の
で
、当
然
、組
合
員
の
多
数
は
白
人
で
あ
る
。
自
ら
が
「
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
に
対
す
る
攻
撃
だ

（
　
）
10

」
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
学

や
公
立
学
校
の
教
職
員
、
州
や
傘
下
自
治
体
の
公
務
員
な
ど
中
産
階

級
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
共
和
党
右
派
・
茶
会
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

攻
撃
を
受
け
て
、
八
〇
年
の
歴
史
を
背
景
に
、
成
熟
し
た
中
産
階
級

が
立
ち
上
が
り
、
労
働
組
合
の
存
亡
を
か
け
て
闘
っ
て
い
る
。

他
方
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
元
々
労
働
運
動
が
弱
い
地
域
で
あ
っ
た

上
に
、
八
〇
年
代
ま
で
に
製
造
業
の
工
場
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
労
働
組

合
は
衰
退
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
以
降
、
サ
ー

ビ
ス
産
業
を
中
心
と
す
る
低
賃
金
労
働
者
、
移
民
労
働
者
を
組
織
し

て
、
労
働
運
動
の
先
進
地
域
と
な
っ
た
。
住
民
の
四
割
強
が
中
南
米

系
で
、ア
ジ
ア
系
と
黒
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
を
占
め
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

が
多
数
派
で
あ
る
。
〇
六
年
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、
移
民
法
の
改
悪
に
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の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

反
対
し
て
一
〇
〇
万
人
の
移
民
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
が
デ
モ
を
し

た
。
そ
の
時
に
全
米
で
唯
一
労
働
組
合
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
新
し
い
労
働
運
動
は
、
移
民
た
ち
の
活
発
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
戦
闘
性
を
依
拠
し
た
社
会
運
動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

好
対
照
の
両
者
で
あ
る
が
、共
通
点
も
あ
る
。政
治
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
公
共
の
あ
り
よ
う
が
問
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
は
、
新
自
由
主
義
的
な
経
済
が
拡
が
り
、
格
差
が
拡
大
す
る
な
か

で
、
低
賃
金
や
貧
困
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
た
。
九
二

年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
暴
動
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
運

動
は
社
会
運
動
と
の
「
つ
な
が
り
を
つ
く
る
」
こ
と
を
志
向
し
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
政
治
を
動
か
し
、
経
済
的
に
公
正
な
社
会
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
公
共
概
念
を
拡
げ
て
い
っ
た
。
賃
金
を
引
き

上
げ
る
方
法
と
し
て
の
組
織
化
や
生
活
賃
金
条
例
の
制
定
や
対
象
の

拡
大
を
進
め
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
を
活
性
化
さ
せ
、
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
は
ど
う
か
。
労
働
組
合
を
無
力
化
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
リ
ス
ト
ラ
を
め
ざ
す
知
事
と
の
対
決
で
あ
る
。
問
わ
れ
る
の

は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
小
さ
な
政
府
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
経
済
的
に
沈
ん
で
い
る
地
域
社
会
を
経
済
的
に
公
正
な

社
会
と
し
て
再
生
で
き
る
の
か
。
地
域
の
労
働
者
・
市
民
と
連
携
し

な
が
ら
何
が
で
き
る
の
か
で
あ
る
。
既
に
三
週
間
に
及
ぶ
闘
い
が
続

い
て
い
る
が
、
今
後
、
長
期
戦
に
な
る
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

や
中
西
部
諸
州
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
全
体
を
巻
き
込
ん

で
い
く
。
闘
い
の
成
否
は
、運
動
側
が
様
々
な
主
体
を
つ
な
ぎ
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
知
事
と
茶
会
グ
ル
ー
プ
を
政
治
的
に
包
囲
で

き
る
か
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
労
働
運
動
の
社
会
運

動
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
化
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

（
三
月
五
日
記
）
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